
本日はご多忙の中、弊社説明会にご参加賜り、誠にありがとうございます。

また、平素より弊社のIR活動へのご協力に心より御礼申し上げます。

早速ではございますが、説明を開始致します。
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本日の説明会のトピックスでございます。

４月に公表致しました当年度の業績予想は、

新型コロナウィルスの影響として、感染拡大は上期中に収束し、下期から電子部品需
要が回復に向かう、という前提でございました。

当第二四半期では幅広い市場で、部品需要の回復が見られ、直前四半期での落ち込
みからの反動、スマートフォンの季節性による増加、が顕著でした。

しかし上期について、前年同期との比較では、自動車の生産台数減少が大きく、前年
同期比では売上高が８９億円減少致しました。
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当初予想比では売上が増加しており、固定費の減少もあって、
上期の営業利益については、前年同期比で１０１億円の増加となりました。

このような状況から、10月23日には上期の業績予想を修正を公表致しました。

通期についても、上期の実績及び直近の市場動向を踏まえて、業績予想値の修正を
行うことと致しました。
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ここからは第二四半期、上期、の業績概要でございます。
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四半期単位の業績推移でございます。

直前四半期比で、当四半期の売上髙は984億円増加、営業利益が288億円増加、と、
大きく増加致しました。
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当第二四半期、当上期の業績概況でございます。

当四半期の売上高は、直前四半期との比較で、大きく増加致しました。
製品別、用途別、地域別、の全てのセグメントで増加しております。

生産高につきましても、当上期について、前年同期比で増加しております。この生産増
に加えて、昨年上期には電池事業においてスマートフォン向けの設備で減損損失198
億円を計上していたこともあり、当上期の営業利益も大きく増加いたしました。
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四半期単位の 売上・受注・注残推移 でございます。

直前四半期の落ち込みから、部品需要の回復が見られ、当第二四半期の受注高は、
四半期単位で過去最高の水準となりました。

19Q3は受注高が売上高をわずかに上回っていましたが、これを除くと、２年ぶりに、BB
レシオが１を超えたという状況であります。

ただし、当第二四半期では、一部市場や製品などで部品取り込み・在庫確保に一部過
熱感が見られ、下期には反動減の可能性も見込まれます。
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製品別の四半期単位の受注高推移でございます。

直前四半期比、前年同四半期比ともに、当四半期は全てのセグメントで受注高が増加
しております。

前年同四半期では、モジュールは同水準ですが、コンデンサ・圧電製品・その他コン
ポーネントはFY19 2Qより増加しております。
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製品別の売上高です。

当四半期の直前四半期との比較では全セグメントで売り上げが大きく伸びましたが、

当上期と前年同期との比較では、コンデンサを除き売上高は減少しております。
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自動車市場での減少、スマートフォン向け電池の減少が大きく影響しております。

モジュールについて、製品により増加減少が分れておりますが、

減少している樹脂多層基板について、価格低下による１台当たりの単額の減少が影響
したものです。
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直前四半期と当四半期との比較では、全製品で大きく増加しております。
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用途別の売上高でございます。

カーエレクトロニクスや家電その他は前年同期比で減少しておりますが、その他は増
収となっております。当四半期の用途別売上高は、直前全四半期比では全用途で売
上高が増加しております。
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前年同期と当上期の比較では、先ほど申し上げました通り、自動車市場の不振が大き
く影響しています。

また、樹脂多層基板、スマートフォン向け電池も先程と同じ状況でございます、
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当四半期の直前四半期との比較では、既に申し上げた通り、全ての用途で、部品需要
の回復が見られました。
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当上期のセグメント損益でございます。

繰り返しになりますが

コンポーネントの昨年上期の事業利益には、198億円の減損損失が含まれております。
今期はその反動による固定費の減少で増益となっております。

モジュールセグメントにて、品質関連費用を当第二四半期で計上しております。

また、本社部門費につきましては、昨年上期に47億円の貴金属売却益が含まれてい

ること、コロナウィルス影響で固定費が抑制されていることから、前年同期比で減少し
ております。
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20年度上期営業利益の前年同期比での増減は、売価値下げ▲350億円などの減益要
因はあったものの、操業度益＋280億円、準変動費・固定費の減少＋170億円などの
増益要因により、＋101億円の増益となりました。

上期に計上した品質関連費用は準変動費・固定費の減少に計上しております。また、
操業度の上昇により生産関連費用も増加したものの、19年度上期に電池の減損損失
が198億円があったほか、コロナウィルスの影響で販管費の一部が減少したことも、固
定費減少の要因でございます。

その他品種構成他には、19年度上期に原材料の売却益(47億円)がありまして、今期
はその反動が減益要因となっております。
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当第二四半期の営業利益の直前四半期比での増減は、準変動費・固定費の増加
▲120億円などの減益要因はあったものの、操業度益＋350億円、合理化効果＋100
億円などの増益要因により、＋289億円となりました。

準変動費・固定費の増加は、当第二四半期にモジュールで品質関連費用を計上した
ほか、操業度の上昇に伴い生産関連費用が増加しました。

その他品種構成他は、個別製品での限界利益率が良化した影響で増益要因となりま
した。
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営業活動によるキャッシュフローは▲221億円となりました。主に棚卸資産の増加によ
るものです。

投資活動によるキャッシュフローは222億円となりました。主に設備投資額の減少によ
るものです。

財務活動によるキャッシュフローは▲649億円となりました。主に昨年上期は社債の発

行があったことに加え、増配を行ったこと、新規借入額を抑制していること、などによる
ものです。

当第二四半期、当上期の業績概要は以上でございます。
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引き続きまして、２０２０年度通期の業績予想を見直しましたので、これについてご説明
いたします。
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業績予想の前提としている部品需要予測でございます。

期初、PCは前年比でマイナスと見ていましたが、巣籠需要もあり、上期の需要が非常

に強かった一方で、下期の需要は期初想定を据え置いております。その結果として、
通期の予想を＋３％に引き上げました。

スマートフォン、自動車については、下期からの回復を予想していましたが、当四半期
から回復が見られることから、マイナス幅を抑えました。
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部品需要予測の見直しを踏まえた、製品別の売上予想です。

下期の売り上げ予想ですが

コンデンサ、圧電製品、モジュールについては、上期の業績あるいはセット台数の動向
を踏まえて、それぞれ上方修正しております。

その他コンポーネントは、住宅市場向けの定置用電池が振るわず、また事業ポート
フォリオ見直しによるスマートフォン向け電池の売上減少などにより、通期では前年比
▲４％、下期は上期比▲４％となる見込みで、期初想定よりマイナスで推移する見込
みです。

以上のことから、コンデンサを除き、2020年度は、20１９年度比で売り上げ減少となる
見込みです。
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用途別の売り上げ予想です。

家電その他以外の用途では、それぞれ上方修正しております。
こちらは為替の見直しあるいは値下げを考慮した後の売上です。
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部品需要予測、製品別・用途別売り上げ見込みを踏まえた、当年度の業績予想修正
でございます。

下期の為替前提は107円から105円に見直しを行っております。

前回予想に比べ、売上高600億円、営業利益400億円、当期純利益で390億円の上方
修正となります。

上期実績と下期予想との比較では

売上は若干の減少となります。これは先ほど申し上げた製品別・用途別の状況を踏ま
えてのものです。

営業利益につきましては、増益要因として合理化効果220億円、操業度益60億円、な
どはあるものの、売価値下280億円、減価償却費増加70億円、為替変動40億円などの
減益要因があり、営業利益としては130億円の減益を見込んでいます。
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通期業績予想の見直しで営業利益が400億円増加しておりますが、これについてはこ
のような内容でございます。

上期はコロナウィルス影響もあり、安定供給に対するニーズが強く、売価値下げは比
較的緩やかでした。
減価償却費は、4月予想段階で減価償却完了資産の見積に一部誤りがあったことや、
設備投資進捗の後ろ倒し、償却開始時期のズレなどから4月予想比で減価償却費は
減少しました。

また、品質関連費用の計上や操業度上昇に伴う生産関連費用の増加も見込まれます。

4月予想と今回予想での、営業利益の増減は、準変動費・固定費の増加▲50億円など
の減益要因はあるものの、操業度益＋280億円、売価値下げ＋200億円などの増益要
因により、＋400億円となる見込みです。
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通期見直し後の予想と前期との営業利益の比較でございます。

合理化効果、操業度益はございますが、値下、為替、減価償却費などで、▲３２億円を
見込みます。
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業績予想の前提でございます。

減価償却費、研究開発費は４月予想比で、それぞれ、110億円、50億円引き下げまし
た。

設備投資につきましては、通期予想を据え置き、為替については、現状の為替水準へ
の見直しを行いました。
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Q3、Q4の売り上げにつきましてはこのような推移を予想しております。

また、当期の四半期別の製造高につきましては
第一四半期が3,550億円、第二四半期が4,120億円となりました。第三四半期は3,900
億円、第四半期は3,530億円を予想しております。

コンデンサの操業度については、27日稼働ベースで
第二四半期は90～95％、下期についても同水準と見込んでおります。
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期初の配当予想から変更はございません。
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修正後の業績見通しに基づく、配当金、配当性向、DOE、でございます。

業績予想の見直しはございましたが、従来通りの株主還元方針の範囲であり、配当予
想の変更は不要と認識しております。

説明は以上でございます。ご清聴ありがとうございました。
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